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は
じ
め
に
　
一
九
一
四
年
十
二
月
、
上
海
に
足
か
け
十
二
年
、
実
質
十
一
年
滞
在
し
た
漢
学
者
・
長
尾
雨
山
（1864
―1942
）
が
帰
国
し
、
京
都
に
卜
居
し
た
。
雨
山
は
、
上
海
滞
在
中
、
商
務
印
書
館
に
勤
務
し
、
『
最
新
国
文
教
科
書
』『
共
和
国
教
科
書
』
等
の
教
科
書
編
纂
に
加
わ
り
、
中
国
教
育
界
の
近
代
化
に
貢
献
し
た
の
み
な
ら
ず
、
劉
炳
照
（1847
―1917
）
と
共
に
詩
会
を
興
し
、
隣
人
と
な
っ
た
呉
昌
碩
（1844
―1927
）
と
親
交
し
て
、
当
時
最
新
の
学
問
と
文
人
趣
味
を
身
に
付
け
た
）
（
（
。
ま
た
、
岡
倉
天
心
（1862
―1913
）
の
委
嘱
で
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
鑑
査
委
員
と
な
り
、
呉
昌
碩
「
与
古
為
徒
」
扁
額
を
同
美
術
館
に
贈
る
な
ど
、
高
度
な
日
中
米
文
化
交
流
を
も
現
出
し
た
）
（
（
。
　
雨
山
は
帰
国
後
、
富
岡
鉄
斎
（1837
―1924
）
の
嗣
子
・
富
岡
謙
三
（1873
―1918
）
と
共
に
、
寿
蘇
会
を
主
催
し
た
。
こ
れ
は
、
上
海
時
代
に
劉
炳
照
と
共
に
興
し
た
詩
会
の
後
身
で
、
呉
昌
碩
と
共
に
参
加
し
た
周
夢
坡
（1864
―1933
）
主
宰
の
詩
会
（
消
寒
雅
集
、
淞
浜
吟
社
）
と
同
趣
の
雅
会
で
あ
っ
た
。
こ
の
会
に
は
、
漢
学
の
素
養
や
文
人
趣
味
に
憧
れ
る
日
本
人
士
が
多
く
参
加
し
、「
書
画
文
墨
趣
味
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
当
時
関
西
書
道
界
に
大
き
な
影
響
力
を
有
し
て
い
た
平
安
書
道
会
の
副
会
長
（
会
長
は
京
大
総
長
の
荒
木
鳳
岡
（1866
―1942
）
で
、
名
誉
職
的
色
彩
が
強
か
っ
た
）
を
長
く
務
め
、
書
道
界
と
の
繋
が
り
も
深
か
っ
た
。
　
こ
の
よ
う
な
繋
が
り
の
中
で
、
雨
山
は
、
実
業
界
で
そ
の
名
を
挙
げ
、
古
美
術
収
集
に
手
を
染
め
て
い
た
中
村
克
斎
（
名
は
準
策
、
1876
―1953
）、
中
村
石
廎
（
名
は
準
一
、1902
―1952
）
父
子
と
出
会
い
、
関
係
を
深
め
る
こ
と
に
な
る
。
克
斎
は
、
一
九
三
九
年
、
奈
良
に
依
水
園
を
求
め
、
翌
年
、
寧
楽
美
術
館
を
設
立
し
て
収
蔵
品
の
展
示
公
開
の
場
と
し
、
石
廎
も
こ
の
事
業
を
助
け
た
。
雨
山
は
、
こ
の
依
水
園
の
充
実
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 　
　
長
尾
雨
山
と
依
水
園
　
　
　
　
　　
松　
村　
茂　
樹　
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本
稿
で
は
、
依
水
園
に
残
さ
れ
て
い
る
資
料
お
よ
び
京
都
国
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
石
廎
が
雨
山
に
宛
て
た
書
簡
か
ら
、
雨
山
と
中
村
父
子
の
関
係
を
辿
り
、
雨
山
が
依
水
園
に
果
た
し
た
役
割
を
検
証
し
た
い
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
雨
山
の
日
本
文
墨
界
へ
の
貢
献
の
一
側
面
を
明
ら
か
に
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
一
、
依
水
園
と
雨
山
と
の
接
点
　
依
水
園
は
、『
文
化
庁
』「
国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
／
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
：
依
水
園
）
（
（
」
に
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
　
東
大
寺
南
大
門
の
西
、
吉
城
川
の
北
側
に
あ
る
。
前
園
お
よ
び
後
園
の
、
創
始
を
異
に
す
る
２
つ
の
築
山
泉
水
庭
を
水
流
で
つ
な
ぎ
全
体
と
し
て
依
水
園
と
称
す
る
。
前
園
は
延
宝
年
間
、
奈
良
の
晒
業
者
清
須
美
氏
の
別
業
三
秀
園
の
遺
構
を
整
備
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
園
は
、
明
治
三
二
年
、
奈
良
の
富
商
関
藤
次
郎
の
と
き
に
作
ら
れ
、
中
心
建
築
氷
心
亭
か
ら
池
を
越
え
て
東
大
寺
南
大
門
と
若
草
・
春
日
・
御
蓋
の
三
山
を
と
り
入
れ
た
借
景
庭
園
と
し
て
特
に
著
名
で
あ
る
。
こ
の
名
園
は
、
前
述
の
通
り
、
一
九
三
九
年
、
中
村
克
斎
に
よ
り
購
入
さ
れ
た
。
中
村
準
佑
「
美
術
館
を
創
っ
た
人
々
（
九
）
…
…
寧
楽
美
術
館
／
中
村
準
策
）
（
（
」
に
、
　
昭
和
十
五
年
皇
紀
二
千
六
百
年
を
記
念
し
て
、
故
郷
に
錦
を
か
ざ
る
べ
く
、
奈
良
市
に
『
依
水
園
』
を
求
め
、
こ
こ
に
収
集
過
程
に
あ
る
、
美
術
工
芸
品
を
順
次
展
示
公
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
芸
術
文
化
の
向
上
に
役
だ
て
よ
う
と
し
ま
し
た
。
と
あ
り
、
購
入
の
動
機
と
目
的
が
わ
か
る
。
　
同
文
に
よ
る
と
、
克
斎
は
奈
良
の
郡
山
藩
の
医
師
で
あ
っ
た
並
河
玄
策
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
郡
山
中
学
か
ら
東
京
高
等
商
業
（
現
一
橋
大
学
）
に
進
み
、
卒
業
後
、
大
阪
商
船
に
勤
め
、
大
阪
で
海
運
業
を
営
ん
で
い
た
中
村
宇
吉
の
婿
養
子
と
な
り
、
宇
吉
が
興
し
た
中
村
汽
船
を
経
営
し
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
は
、
海
運
業
か
ら
転
じ
て
太
平
洋
海
上
火
災
保
険
（
現
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
）
を
興
す
な
ど
、
そ
の
先
見
性
が
高
く
評
価
さ
れ
た
と
い
う
）
（
（
。
　
克
斎
は
、
こ
の
よ
う
に
実
業
で
成
功
す
る
中
、
古
美
術
収
集
を
行
う
よ
う
に
な
る
。
同
文
を
続
け
よ
う
。
　
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
か
る
、
往
時
の
古
美
術
界
は
第
二
期
の
大
売
立
の
時
期
に
あ
た
り
、
美
術
品
の
収
集
に
は
ま
た
と
な
い
好
機
で
あ
り
ま
し
た
。
準
策
は
そ
の
時
を
逃
さ
ず
、
眼
福
を
広
げ
、
京
都
学
派
の
内
藤
湖
南
、
魚
住
惣
五
郎
・
梅
原
末
治
や
、
長
尾
雨
山
・
園
田
湖
城
な
ど
の
先
生
が
た
の
知
遇
を
得
る
と
共
に
、
収
集
対
象
を
絵
画
か
ら
茶
道
具
へ
、
さ
ら
に
中
国
・
韓
国
の
茶
陶
磁
お
よ
び
、
書
道
関
連
の
文
物
か
ら
、
古
代
中
国
の
金
石
へ
と
、
学
者
好
み
で
、
文
人
風
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
完
成
を
め
ざ
し
た
よ
う
で
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す
。
こ
こ
に
雨
山
の
名
が
見
え
る
。
さ
ら
に
、
中
村
準
佑
「
後
記
）
（
（
」
は
、
以
下
の
よ
う
に
い
う
。
　
推
測
す
る
と
、（
中
村
準
策
）
翁
の
長
男
、
中
村
準
一
（
一
九
〇
二
～
一
九
五
二
）
が
趣
味
で
始
め
た
、
中
国
古
銅
印
の
収
集
研
究
と
相
ま
っ
て
、
余
技
と
し
た
篆
刻
の
師
、
園
田
湖
城
氏
を
介
し
て
、
長
尾
雨
山
氏
と
の
交
流
が
で
き
た
も
の
と
思
え
ま
す
。
こ
の
縁
で
、
長
尾
氏
と
親
し
か
っ
た
呉
昌
碩
を
通
じ
て
、
当
時
の
中
国
の
文
人
墨
客
が
所
持
し
て
い
た
法
帖
や
碑
帖
の
名
品
の
数
か
ず
（
宋
拓
晋
唐
小
楷
、
宋
拓
集
王
聖
教
序
、
宋
拓
智
永
真
草
千
字
文
、
宋
拓
化
度
寺
碑
、
明
拓
漢
礼
器
碑
、
明
拓
天
発
神
讖
碑
、
明
拓
龍
蔵
寺
碑
な
ど
）
が
、
蔵
品
に
加
え
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
か
く
し
て
、
克
斎
は
雨
山
と
親
交
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
。
　
た
だ
、
当
時
神
戸
に
あ
っ
た
中
村
家
が
戦
災
に
遭
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
克
斎
の
書
簡
や
書
付
は
一
切
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
克
斎
の
言
動
を
確
認
で
き
な
い
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。
二
、
雨
山
が
克
斎
に
与
え
た
作
品
①
「
順
所
適
」
扁
額
（
写
真
は
依
水
園
提
供
、
以
下
同
）
　
克
斎
は
、
一
九
二
四
年
五
月
（
旧
暦
）、
雨
山
に
、
今
も
依
水
園
三
秀
亭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
順
所
適
」
扁
額
を
嘱
し
て
い
る
。
翻
字
し
、
訳
出
し
て
お
こ
う
（
句
読
は
松
村
、
以
下
同
）。
　
順
所
適
　
甲
子
榴
華
月
、
書
於
草
聖
堂
之
北
牕
。
雨
山
居
士
。
　
〔
適かな
う
所
に
順
う
　
甲
子
（
一
九
二
四
）
榴
華
月
（
五
月
）、
草
聖
堂
の
北
窓
で
書
い
た
。
雨
山
居
士
。〕
「
順
所
適
」
は
、
唐
の
杜
甫
「
営
屋
詩
」
の
「
洗
然
順
所
適
、
此
足
代
加
餐
〔
草
堂
は
さ
っ
ぱ
り
と
し
て
自
分
の
気
持
ち
に
適
っ
て
お
り
、
加
餐
に
代
え
る
に
十
分
で
あ
る
〕」
か
ら
採
っ
て
い
る
。
ま
た
、
款
書
で
「
榴
華
月
（
五
月
）」
に
「
北
牕
」
で
書
い
た
と
あ
る
の
は
、
東
晋
の
陶
淵
明
「
与
子
儼
等
疏
」
の
「
五
六
月
中
、
北
窓
下
臥
、
遇
涼
風
暫
至
、
自
謂
是
羲
皇
上
人
〔
五
、
六
月
中
、
北
の
窓
の
下
に
寝
こ
ろ
び
、
涼
し
い
風
が
に
わ
か
に
吹
い
て
く
る
と
、
自
分
が
太
古
の
羲
皇
以
前
の
人
に
な
っ
た
よ
う
に
思
え
る
〕」
と
い
う
一
節
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
杜
甫
の
成
都
草
堂
の
よ
う
な
依
水
園
で
、
自
適
し
て
生
き
る
姿
が
表
さ
れ
て
い
る
。
雨
山
が
克
斎
の
思
い
を
汲
ん
で
選
句
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
「
草
聖
堂
」
は
雨
山
の
室
号
の
一
つ
で
、
草
聖
と
称
さ
れ
た
唐
の
張
旭
「
自
言
帖
」
を
蔵
し
て
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い
た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、
こ
の
作
に
は
、
呉
昌
碩
が
雨
山
に
刻
し
て
与
え
た
「
長
尾
甲
印
」
白
文
印
お
よ
び
「
石
隠
」
白
文
印
（
甲
は
雨
山
の
名
、
石
隠
は
別
号
）
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
雨
山
は
、
会
心
の
作
で
な
け
れ
ば
呉
昌
碩
の
刻
印
を
用
い
な
か
っ
た
と
い
う
）
（
（
か
ら
、
こ
れ
も
会
心
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
②
呉
昌
碩
詩
翰
　
一
九
三
三
年
の
三
月
二
十
八
日
（
旧
暦
）、
雨
山
は
呉
昌
碩
か
ら
贈
ら
れ
た
詩
翰
に
跋
文
を
附
し
て
克
斎
に
与
え
て
い
る
。
ま
ず
は
呉
昌
碩
の
詩
翰
を
見
て
お
こ
う
。襄
果
能
浮
海
、
媧
誰
見
補
天
。
新
篁
千
个
緑
、
春
夢
一
婆
円
。
空
色
狂
依
仏
、
兼
并
旧
鋳
権
。
両
端
吾
敢
執
、
爛
酔
聴
啼
鵑
。
　
半
淞
園
偶
占
　
〔
果
た
し
て
楚
の
襄
王
は
浮
海
し
得
た
の
か
、
誰
が
女
媧
の
補
天
を
見
た
と
い
う
の
か
。
　
新
竹
千
本
の
緑
、
春
夢
婆
の
占
。
　
空
即
是
色
と
狂
お
し
く
仏
に
帰
依
し
な
が
ら
、
同
時
に
久
し
く
か
り
そ
め
の
こ
と
を
し
て
い
る
。
　
両
極
端
を
私
は
あ
え
て
執
っ
て
お
り
、
泥
酔
し
て
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
鳴
く
の
を
聴
い
て
い
る
。
　
　
　
半
淞
園
に
て
偶
た
ま
占
（
い
）
う
〕
詩
題
に
見
え
る
「
半
淞
園
」
は
、
上
海
南
部
に
あ
っ
た
庭
園
で
、
呉
昌
碩
は
こ
こ
に
招
か
れ
て
宴
飲
し
、
そ
の
際
、
即
席
で
作
ら
れ
た
詩
で
あ
る
。『
缶
廬
詩
』『
缶
廬
集
』
な
ど
呉
昌
碩
の
詩
集
に
は
見
え
な
い
。
第
一
句
は
、
楚
の
宋
玉
が
楚
の
襄
王
の
伴
を
し
て
高
唐
に
遊
ん
だ
際
に
作
っ
た
「
高
唐
賦
」
の
「
若
浮
海
而
望
碣
石
〔
海
に
浮
か
ん
で
碣
石
山
を
望
む
よ
う
で
あ
る
〕」
に
、
第
二
句
は
、
古
代
神
話
上
の
女
神
・
女
媧
の
故
事
で
あ
る
『
淮
南
子
』「
覧
冥
訓
」
の
「
女
媧
錬
五
色
石
以
補
蒼
天
〔
女
媧
は
五
色
の
石
を
練
っ
て
蒼
天
を
補
修
し
た
〕」
に
よ
る
が
、
呉
昌
碩
は
、
こ
れ
ら
に
懐
疑
の
目
を
向
け
て
い
る
。
第
三
句
は
、
南
宋
の
謝
枋
得
「
竹
」
の
「
新
篁
娟
娟
如
緑
玉
〔
新
竹
は
美
し
く
緑
の
玉
の
よ
う
〕」
に
、
第
四
句
は
、
宋
の
蘇
軾
が
昌
化
に
流
さ
れ
て
い
た
時
、
老
婆
が
「
内
翰
昔
日
富
貴
一
場
春
夢
〔
あ
な
た
の
昔
日
の
富
貴
は
一
場
の
春
夢
だ
っ
た
〕」
と
言
い
、
蘇
軾
が
そ
の
通
り
だ
と
答
え
た
た
め
、
里
人
は
そ
の
老
婆
を
春
夢
婆
と
呼
ん
だ
と
い
う
宋
の
趙
令
畤
『
侯
鯖
録
』
に
見
え
る
故
事
に
よ
る
。
「
円
」
は
「
円
夢
」
つ
ま
り
「
占
夢
」
で
、
夢
占
い
を
い
い
、
美
し
い
春
の
景
色
も
、
春
夢
婆
の
占
い
の
よ
う
に
儚
い
と
い
う
。
そ
し
て
、
第
五
句
以
降
で
、
仏
に
帰
依
し
な
が
ら
、
売
字
売
画
を
し
て
俗
世
間
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に
生
き
る
自
分
が
い
や
で
、
今
も
泥
酔
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
次
に
、
雨
山
の
跋
文
を
見
て
お
こ
う
（〈　
　
〉
は
割
注
）。
　
是
亡
友
呉
缶
翁
晩
年
所
作
。
翁
七
年
前
帰
道
山
〈
年
八
十
四
〉、
今
観
遺
墨
、
不
勝
山
陽
聞
笛
之
感
也
。
　
癸
酉
三
月
廿
八
日
、
長
尾
甲
。
　
〔
こ
れ
は
亡
き
友
で
あ
る
呉
缶
翁
（
呉
昌
碩
の
別
号
）
晩
年
の
作
で
あ
る
。
翁
は
七
年
前
に
逝
去
し
〈
享
年
八
十
四
〉、
今
遺
墨
を
観
る
と
、
懐
旧
の
念
に
堪
え
な
い
。
　
癸
酉
（
一
九
三
三
）
三
月
二
十
八
日
（
旧
暦
）、
長
尾
甲
（
雨
山
の
名
）。〕
「
山
陽
聞
笛
」
は
、
晋
の
向
秀
が
山
陽
の
旧
居
を
過
り
、
笛
声
を
聞
い
て
懐
旧
心
を
起
こ
し
、「
思
旧
賦
」
を
作
っ
た
と
い
う
『
晋
書
』
「
向
秀
伝
」
に
見
え
る
故
事
に
よ
る
。
雨
山
は
、
向
秀
が
亡
友
の
嵆
康
、
呂
安
を
追
念
し
た
よ
う
に
、
呉
昌
碩
を
思
い
起
こ
し
つ
つ
、
こ
の
跋
文
を
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
こ
の
二
紙
は
表
装
さ
れ
、
雨
山
が
「
呉
缶
翁
半
淞
園
詩
翰
長
尾
甲
署
」
と
箱
書
き
を
し
て
い
る
。
克
斎
に
譲
渡
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
克
斎
は
こ
れ
を
大
切
に
蔵
し
た
。
　
こ
の
他
、
雨
山
は
、
克
斎
蔵
の
呉
昌
碩
八
十
四
歳
時
作
「
牡
丹
図
」
に
「
呉
缶
翁
牡
丹
図
」、「
雨
山
長
尾
甲
署
検
」
と
箱
書
き
を
し
て
い
る
。
③
「
松
柏
心
」
扁
額　
一
九
三
三
年
の
五
月
（
旧
暦
）、
克
斎
は
、
雨
山
に
、
今
も
依
水
園
氷
心
亭
広
間
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
松
柏
心
」
扁
額
を
嘱
し
て
い
る
。
翻
字
し
、
訳
出
し
て
お
く
。
　
松
柏
心
　
戴
記
曰
、
其
在
人
也
、
如
竹
箭
之
有
筠
也
、
如
松
柏
之
有
心
也
。
癸
酉
仲
夏
、
長
尾
甲
書
。
　
〔
松
柏
の
心
　
『
大
戴
礼
記
』
は
言
う
、
礼
が
人
に
具
わ
る
の
は
、
竹
箭
に
青
皮
が
有
る
よ
う
な
も
の
で
、
松
柏
に
心
が
有
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
癸
酉
（
一
九
三
三
）
仲
夏
（
旧
暦
五
月
）、
長
尾
甲
書
。〕
松
や
柏
（
こ
の
て
が
し
わ
）
の
常
緑
樹
は
、
常
に
色
を
変
え
な
い
こ
と
か
ら
、
節
操
の
堅
い
こ
と
に
喩
え
ら
れ
る
。
款
書
の
一
節
は
『
礼
記
』「
礼
器
」
に
見
え
、「
竹
箭
」
の
表
面
の
堅
貞
に
対
し
、
「
松
柏
」
は
内
面
の
貞
節
を
象
徴
し
て
い
る
。
こ
の
作
に
は
、
呉
昌
碩
刻
「
長
尾
甲
印
」
白
文
印
、「
雨
山
居
士
」
朱
文
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
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④
雨
山
旧
蔵
「
黄
莘
田
十
硯
軒
第
一
硯
」
　
一
九
三
六
年
三
月
二
十
日
、
雨
山
は
自
蔵
の
「
黄
莘
田
十
硯
軒
第
一
硯
」
を
克
斎
に
贈
っ
て
い
る
。
こ
の
硯
は
、
雨
山
が
上
海
滞
在
中
の
一
九
一
四
年
に
入
手
し
た
も
の
で
、
そ
の
箱
に
刻
さ
れ
て
い
る
題
字
と
款
書
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
　
　
黄
莘
田
十
硯
軒
弟
一
硯
　
甲
寅
孟
冬
、
獲
于
申
江
客
中
。
雨
山
居
士
長
尾
甲
心
賞
。
〔
黄
莘
田
十
硯
軒
第
一
硯
　
甲
寅
（
一
九
一
四
）
孟
冬
、
申
江
（
上
海
）
客
寓
中
に
得
た
。
雨
山
居
士
長
尾
甲
が
心
賞
し
て
い
る
。〕
黄
莘
田
（1683
―1768
）
は
、
名
を
任
、
字
を
莘
田
と
い
い
、
于
莘
と
号
し
、
そ
の
居
を
十
硯
斎
ま
た
十
硯
軒
と
称
し
た
。
清
の
康
熙
の
挙
人
で
、
官
は
広
東
四
海
知
県
。
書
を
よ
く
し
、
硯
癖
が
あ
っ
た
。
こ
の
硯
は
、「
十
硯
軒
」
の
室
号
に
由
来
す
る
十
硯
の
第
一
硯
と
い
う
。
雨
山
は
、
克
斎
に
宛
て
、
以
下
の
よ
う
な
書
き
付
け
を
し
て
い
る
。
　
一
、
黄
莘
田
遺
愛
十
硯
軒
第
一
端
渓
硯
、
右
敬
贈
。
中
村
準
策
賢
台
哂
存
。
昭
和
十
一
年
三
月
廿
日
、
長
尾
甲
。
〔
一
、
黄
莘
田
遺
愛
の
十
硯
軒
第
一
端
渓
硯
、
右
を
敬
贈
す
る
。
中
村
準
策
賢
台
笑
存
さ
れ
た
し
。
昭
和
十
一
年
三
月
廿
日
、
長
尾
甲
。〕
こ
れ
は
贈
呈
と
い
う
形
を
取
っ
て
は
い
る
が
、
克
斎
と
雨
山
の
関
係
に
鑑
み
る
と
、
克
斎
に
求
め
ら
れ
て
雨
山
が
譲
渡
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
書
き
付
け
の
存
在
は
、
雨
山
の
蔵
品
な
れ
ば
こ
そ
価
値
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
　
そ
の
後
、
一
九
三
九
年
十
一
月
十
七
日
か
ら
十
九
日
ま
で
、
大
礼
記
念
京
都
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
第
二
十
回
平
安
書
道
会
展
覧
会
に
、
克
斎
は
、
自
蔵
の
「
元
、
王
蒙
山
水
幅
」「
元
、
鮮
于
枢
書
東
坡
与
石
墖
問
答
巻
」「
宋
、
拓
聖
教
序
」「
同
、
翻
刻
本
」「
宋
、
拓
小
楷
冊
」
を
「
参
考
品
」
と
し
て
出
品
し
て
い
る
こ
と
が
、『
第
二
十
回
展
覧
会
出
品
目
録
』（
一
九
三
九
、
一
一
、
一
七
平
安
書
道
会
／
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
）
に
よ
っ
て
わ
か
る
。
平
安
書
道
会
は
、
前
述
の
よ
う
に
雨
山
が
実
質
的
会
長
で
あ
る
副
会
長
を
務
め
た
書
道
団
体
で
、
克
斎
の
み
な
ら
ず
、
嗣
子
の
石
廎
も
雨
山
と
の
関
係
か
ら
、
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よ
り
深
く
参
画
し
て
い
る
。
三
、
雨
山
と
石
廎
と
の
交
誼
　
克
斎
の
嗣
子
・
石
廎
は
、
一
九
二
八
年
、
早
稲
田
大
学
経
済
学
部
を
卒
業
し
、
父
の
経
営
に
な
る
太
平
洋
海
上
火
災
保
険
の
専
務
取
締
役
と
し
て
父
を
補
佐
し
た
）
（
（
。
石
廎
が
雨
山
に
宛
て
た
書
簡
が
十
六
通
、
長
尾
家
に
残
さ
れ
て
お
り
、
京
都
国
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
最
も
早
期
の
も
の
が
一
九
三
一
年
十
月
三
十
一
日
付
で
、
挨
拶
の
後
、「
過
日
拙
詩
稿
御
届
仕
候
処
、
御
繁
忙
中
ニ
モ
不
拘
御
大
斧
賜
リ
唯
今
拝
受
、
難
有
ク
御
礼
申
上
候
」（
句
読
点
は
松
村
、
以
下
同
）
と
あ
り
、
二
人
の
交
誼
は
、
石
廎
が
雨
山
に
詩
の
指
導
を
請
う
た
こ
と
に
始
ま
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
二
人
は
ま
だ
会
っ
て
い
な
い
。
一
九
三
三
年
六
月
四
日
付
に
、「
昨
日
ハ
初
メ
テ
御
目
ニ
掛
リ
乍
ラ
」
と
あ
り
、
こ
の
年
の
六
月
三
日
に
初
め
て
会
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
八
月
十
五
日
、
九
月
二
日
、
十
二
月
二
十
七
日
、
一
九
三
四
年
一
月
二
十
四
日
、
一
九
三
六
年
二
月
十
四
日
付
で
は
、
詩
の
指
導
を
請
う
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
九
三
五
年
六
月
二
十
二
日
付
に
、「
本
朝
、
佐
々
木
氏
ヨ
リ
御
染
筆
被
下
候
品
々
拝
受
仕
候
、
御
芳
情
難
有
御
礼
申
上
候
」
と
あ
り
、
雨
山
に
揮
毫
を
依
頼
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、「
佐
々
木
氏
」
と
は
、
石
廎
が
専
務
取
締
役
を
務
め
る
太
平
洋
海
上
火
災
保
険
の
取
締
役
支
配
人
で
あ
る
佐
々
木
秀
一
（1883
―1965
）
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
佐
々
木
は
、
石
廎
の
収
蔵
活
動
に
も
関
わ
り
、
後
出
の
「
財
団
法
人
寧
楽
美
術
館
設
立
趣
意
書
」
も
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
嗣
子
・
佐
々
木
剛
三
氏
は
、
寧
楽
美
術
館
理
事
長
を
務
め
た
。
　
同
年
十
月
二
十
七
日
付
に
は
、「
昨
日
久
方
振
ニ
御
目
ニ
掛
レ
无
、
其
ヲ
楽
ニ
平
安
書
道
展
拝
見
ニ
参
上
仕
候
処
、
生
憎
東
京
ヨ
リ
ノ
御
来
客
ト
御
外
出
ノ
直
後
ト
ノ
事
ニ
テ
拝
顔
ス
ル
事
ヲ
不
得
誠
ニ
残
念
ニ
存
候
」
と
あ
り
、
平
安
書
道
会
の
こ
と
が
初
め
て
見
え
、
一
九
三
五
年
十
一
月
九
日
付
（
速
達
）
に
、「
陳
者
、
小
田
氏
ノ
平
安
書
道
会
入
会
申
込
書
並
ニ
会
費
同
封
御
届
申
上
候
間
宜
敷
御
願
申
上
候
」
と
あ
り
、
追
伸
に
、「
尚
、
小
田
氏
ハ
大
阪
春
海
商
店
ノ
処
士
ニ
御
座
候
」
と
あ
る
。
ち
な
み
に
「
小
田
氏
」
と
は
大
阪
の
骨
董
商
・
春
海
商
店
の
大
番
頭
で
あ
っ
た
小
田
栄
作
（1889
―1980
）
の
こ
と
で
、
石
廎
は
財
界
人
脈
を
雨
山
に
紹
介
し
て
い
た
の
が
わ
か
る
。
　
前
述
の
よ
う
に
、
雨
山
は
、
上
海
時
代
に
呉
昌
碩
と
共
に
参
加
し
た
周
夢
坡
主
宰
の
詩
会
と
同
趣
の
寿
蘇
会
を
、
大
正
年
間
の
乙
卯
、
丙
辰
、
丁
巳
、
己
未
、
庚
申
の
五
回
に
渡
っ
て
開
催
し
た
。
寿
蘇
会
は
、
宋
の
蘇
東
坡
の
生
日
で
あ
る
旧
暦
十
二
月
十
九
日
に
行
わ
れ
た
が
、
蘇
東
坡
の
生
年
で
あ
る
丙
子
（
一
〇
三
六
）
か
ら
九
百
年
目
の
丙
子
十
二
月
十
九
日
（
新
暦
一
九
三
七
年
一
月
三
十
一
日
）、
雨
山
は
、
人
生
最
後
と
な
る
寿
蘇
会
を
京
都
岡
崎
つ
る
家
を
会
場
に
開
催
 
（71）
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
雨
山
は
、
事
務
所
を
友
人
の
篆
刻
家
・
園
田
湖
城
（1886
―1968
）
方
に
置
い
て
お
り
、
湖
城
の
門
下
に
あ
っ
た
石
廎
は
、
父
と
共
に
発
起
人
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
こ
の
丙
子
寿
蘇
会
開
催
が
二
人
の
関
係
を
深
化
さ
せ
た
と
思
わ
れ
、
石
廎
は
収
蔵
面
に
お
い
て
も
雨
山
の
指
導
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
る
。
①
「
呉
平
斎
山
水
扇
」
跋
　
一
九
三
七
年
の
旧
暦
八
月
、
雨
山
は
石
廎
蔵
「
呉
平
斎
山
水
扇
）
（
（
」
に
箱
書
き
し
、
蓋
裏
に
跋
文
を
書
い
て
い
る
。
　
　
愉
庭
富
于
書
画
収
畜
、
目
見
手
熟
、
自
得
骨
法
、
不
堕
画
浅
套
習
、
此
可
喜
也
。
戊
寅
秋
仲
、
雨
山
七
十
五
叟
。
〔
愉
庭
（
呉
平
斎
の
別
号
）
は
書
画
収
蔵
に
富
み
、
目
で
見
て
習
熟
し
、
自
ら
筆
力
を
悟
り
、
画
は
浅
薄
な
俗
習
に
堕
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
戊
寅
（
一
九
三
七
）
秋
仲
（
旧
暦
八
月
）、
雨
山
七
十
五
歳
の
叟
。〕
呉
平
斎
（1811
―1883
）
は
、
名
を
雲
、
字
を
少
甫
、
平
斎
ま
た
愉
庭
と
号
し
、
そ
の
居
を
二
百
蘭
亭
斎
、
両
罍
軒
と
称
し
た
。
清
の
道
光
の
諸
生
で
、
官
は
蘇
州
知
府
。
収
蔵
に
富
み
、
鑑
別
を
善
く
し
、
書
画
に
長
じ
た
。
一
八
八
〇
年
、
呉
昌
碩
を
幕
僚
と
し
、
そ
の
収
蔵
を
見
せ
て
学
ば
せ
て
い
る
。
雨
山
は
、
呉
平
斎
が
収
蔵
家
な
れ
ば
こ
そ
、
収
蔵
品
に
学
び
、
筆
力
を
高
め
た
こ
と
を
石
廎
に
教
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
こ
う
し
て
、
詩
の
指
導
に
始
ま
っ
た
二
人
の
交
誼
は
、
一
九
三
八
年
三
月
十
九
日
付
に
、「
過
日
上
洛
之
節
ハ
誠
ニ
失
礼
仕
候
。
陳
者
先
般
御
話
有
之
候
古
銅
印
、
去
十
六
日
湖
城
先
生
よ
り
落
掌
仕
候
」
と
、
園
田
湖
城
を
介
し
て
、
古
銅
印
の
購
入
仲
介
に
発
展
し
、
書
風
か
ら
ほ
ぼ
同
時
期
と
思
わ
れ
る
年
不
明
八
月
十
二
日
付
に
、「
陳
者
、
過
般
来
印
之
事
ニ
付
種
々
御
配
慮
相
賜
り
御
好
意
難
有
厚
く
御
礼
申
上
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
雨
山
は
石
廎
の
印
に
関
す
る
収
蔵
顧
問
と
な
っ
て
い
た
の
が
わ
か
る
。
　
ち
な
み
に
、
石
廎
の
雨
山
宛
書
簡
は
、
一
九
三
五
年
十
月
二
十
七
日
付
ま
で
は
、
後
出
の
鄭
孝
胥
を
意
識
し
た
書
風
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
同
年
十
一
月
九
日
付
か
ら
は
、
雨
山
の
草
書
を
思
わ
せ
る
書
風
と
な
っ
て
お
り
、
石
廎
の
雨
山
へ
の
傾
倒
が
窺
え
る
。
な
お
、
同
書
簡
は
、
年
月
日
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
一
九
三
八
年
六
月
十
三
日
付
が
最
後
と
な
っ
て
い
る
。
②
鄭
孝
胥
書
「
韜
精
養
潜
」
扁
額
　
依
水
園
氷
心
亭
大
炉
の
間
に
は
、
鄭
孝
胥
書
「
韜
精
養
潜
」
扁
額
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が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
款
書
に
「
石
廎
先
生
属
。
孝
胥
」
と
あ
り
、
石
廎
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
韜
精
」
は
、
才
能
を
覆
い
隠
す
こ
と
で
、
南
朝
宋
の
顔
延
之
「
五
君
詠
・
劉
参
軍
」
に
「
韜
精
日
沈
飲
、
誰
知
非
荒
宴
〔
才
能
を
隠
し
て
日
々
痛
飲
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
酒
宴
に
浸
り
溺
れ
て
は
い
な
い
の
を
誰
が
知
ろ
う
か
〕」
と
あ
る
。「
養
潜
」
は
、
隠
居
し
て
人
目
に
つ
か
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
つ
ま
り
、
こ
の
「
韜
精
養
潜
」
は
、
現
代
の
鄧
小
平
が
用
い
た
「
韜
光
養
晦
」（
出
典
は
清
の
兪
万
春
『
蕩
寇
志
』
第
七
六
回
）
と
同
意
の
語
で
、
鄭
孝
胥
の
人
生
指
針
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
鄭
孝
胥
（1860
―1938
）
は
、
字
を
太
夷
と
い
い
、
蘇
戡
ま
た
海
蔵
と
号
し
た
。
清
の
光
緒
の
解
元
（
郷
試
の
首
席
及
第
者
）
で
、
後
に
満
州
国
総
理
と
な
っ
た
。
詩
文
書
画
に
す
ぐ
れ
、
一
八
九
一
年
六
月
、
東
京
の
清
国
公
使
館
に
書
記
官
と
し
て
赴
任
し
、
同
年
十
二
月
十
二
日
、
当
時
文
部
省
専
門
学
務
局
に
勤
め
、
東
京
美
術
学
校
講
師
を
兼
務
し
て
い
た
雨
山
と
知
り
合
い
、
以
後
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
深
交
し
た
。
　
同
風
印
社
（
園
田
湖
城
主
宰
）
輯
『
印
印
』
第
三
十
六
集
（
一
九
三
八
、
五
同
風
印
社
）「
余
滴
）
（1
（
」
に
、
　
四
月
二
十
八
日
洛
東
建
仁
寺
僧
堂
に
於
て
満
州
国
建
国
元
勲
鄭
蘇
勘ママ
（
正
し
く
は
戡
）
先
生
の
追
悼
会
を
長
尾
雨
山
先
生
、
園
田
湖
城
先
生
等
発
起
に
て
営
ま
る
。
と
あ
り
、
こ
の
追
悼
会
参
列
者
に
石
廎
の
名
も
見
え
る
。
③
呉
昌
碩
刻
「
李
氏
声
鐸
」
白
文
印
　
依
水
園
に
は
、
呉
昌
碩
刻
「
李
氏
声
鐸
」
白
文
印
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
側
款
に
「
癸
巳
（
一
八
九
三
）
初
夏
（
旧
暦
四
月
）
缶
（
呉
昌
碩
の
別
号
）」
と
あ
り
、
呉
昌
碩
五
十
歳
時
の
作
で
あ
る
。
前
出
『
印
印
』
の
第
三
十
七
集
（
一
九
三
八
、
九
同
風
印
社
／
依
水
園
蔵
）
に
、
こ
の
作
の
印
影
と
側
款
拓
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、「
中
村
石
廎
氏
蔵
」
と
あ
る
た
め
、
石
廎
の
蔵
と
わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
前
に
は
、「
長
尾
雨
山
氏
蔵
」
の
呉
昌
碩
刻
「
无
悶
道
人
」
白
文
印
の
印
影
と
側
款
拓
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
无
悶
」
は
雨
山
の
号
の
一
つ
な
の
で
、
呉
昌
碩
が
雨
山
に
刻
し
た
印
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
側
款
に
「
癸
卯
（
一
九
〇
三
）
三
月
昌
碩
」
と
あ
り
、
呉
昌
碩
六
十
歳
時
の
作
で
、
こ
の
頃
に
は
、
雨
山
は
ま
だ
呉
昌
碩
と
知
り
合
っ
て
い
な
い
（
雨
山
が
上
海
に
出
発
し
た
の
は
一
九
〇
三
年
十
二
月
一
日
）。
よ
っ
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草
書
「
古
詩
」（
前
出
呉
昌
碩
刻
「
長
尾
甲
印
」
白
文
印
、「
石
隠
」
朱
文
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
）
が
見
え
る
が
、
こ
れ
と
思
わ
れ
る
作
品
、
及
び
第
二
十
一
回
展
覧
会
出
品
作
と
思
わ
れ
る
草
書
「
官
清
馬
骨
高
」（
同
上
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
）
も
依
水
園
に
あ
り
、
そ
の
他
、「
猗
々
、
雨
山
老
人
」「
石
隠
酔
筆
」
と
落
款
が
入
っ
た
「
竹
石
図
」（
年
代
不
明
・
前
出
と
は
別
の
呉
昌
碩
刻
「
長
尾
甲
印
」
白
文
印
、「
長
生
未
央
」
朱
文
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
）
も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
点
に
は
、「
長
尾
雨
山
先
生
中
村
石
廎
氏
蔵
」
と
い
う
後
年
の
展
覧
会
出
品
時
に
使
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
名
票
が
付
さ
れ
て
お
り
、
石
廎
の
蔵
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、
同
『
出
品
目
録
』
に
は
、
「
平
安
書
道
会
役
員
名
簿
（
昭
和
十
四
年
度
）」
が
あ
り
、「
理
事
」「
評
議
員
」
に
「
石
廎
中
村
準
一
」
の
名
が
見
え
る
。
そ
し
て
、
同
『
出
品
目
録
』
に
付
さ
れ
て
い
る
別
紙
「
第
二
十
回
平
安
書
道
会
展
覧
会
規
程
」
に
は
、
新
し
く
改
選
さ
れ
た
（
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
度
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
）
の
「
平
安
書
道
会
役
員
」
一
覧
が
あ
り
、「
顧
問
」
に
「
中
村
準
策
」
が
て
、
こ
の
印
は
、
後
年
、
雨
山
が
購
入
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
石
廎
蔵
の
呉
昌
碩
刻
「
李
氏
声
鐸
」
白
文
印
も
、
印
の
収
蔵
顧
問
と
な
っ
て
い
た
雨
山
が
購
入
の
仲
介
を
し
た
と
思
わ
れ
る
。
④
平
安
書
道
会
展
出
品
作
購
入
　
前
述
の
よ
う
に
、
雨
山
は
、
平
安
書
道
会
の
実
質
的
会
長
で
あ
る
副
会
長
を
務
め
て
い
た
が
、『
昭
和
十
二
年
度
平
安
書
道
会
会
報
』
（
一
九
三
八
、
二
、
二
五
平
安
書
道
会
／
関
西
大
学
図
書
館
蔵
）
「
役
員
」
に
、「
事
業
部
理
事
」
と
し
て
「
石
廎
中
村
準
一
」
の
名
が
見
え
る
。
ま
た
、
同
『
会
報
』
に
は
、
一
九
三
七
年
に
開
催
さ
れ
た
「
第
十
八
回
展
」
に
雨
山
が
出
品
し
た
「
詠
史
」
が
写
真
版
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
依
水
園
に
蔵
さ
れ
て
お
り
、
雨
山
が
「
詠
史
七
絶
草
書
」「
雨
山
長
尾
甲
自
署
検
」
と
箱
書
き
を
し
て
い
る
。
石
廎
が
購
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
同
『
会
報
』
に
は
、
克
斎
が
社
長
を
務
め
る
太
平
洋
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
の
広
告
が
あ
り
、「
取
締
役
社
長
中
村
準
策
」
の
次
に
「
専
務
取
締
役
中
村
準
一
」
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
　
ま
た
、『
第
二
十
回
展
覧
会
出
品
目
録
』（
一
九
三
九
、
一
一
、
一
七
平
安
書
道
会
／
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
）
に
、
雨
山
の
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加
わ
り
、「
理
事
」「
評
議
員
」
に
「
石
廎
中
村
準
一
」
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
四
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
　
以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
克
斎
・
石
廎
父
子
は
、
雨
山
と
い
う
無
上
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
得
て
、
嘱
書
を
し
、
蔵
品
を
譲
っ
て
も
ら
い
、
作
品
購
入
の
仲
介
と
共
に
、
箱
書
き
を
し
て
も
ら
い
、
跋
文
を
書
い
て
も
ら
っ
て
、
雨
山
が
呉
昌
碩
を
通
し
て
身
に
つ
け
て
い
た
中
国
の
学
問
と
文
人
趣
味
を
学
ん
だ
。
そ
し
て
、
雨
山
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
一
九
三
七
年
一
月
三
十
一
日
開
催
の
丙
子
寿
蘇
会
の
発
起
人
を
こ
の
父
子
に
依
嘱
し
、「
書
画
文
墨
趣
味
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
加
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
発
起
人
を
表
に
列
挙
し
て
お
こ
う
。
伊
藤
寿
一
（1909
―1945
）
書
家
、
平
安
書
道
会
常
務
理
事　
入
沢
昕
江
（1878
―1945
）
名
は
賢
治
、
書
家
、
平
安
書
道
会
評
議
員　
出
雲
路
春
塢
（1878
―1939
）
名
は
通
次
郎
・
敬
通
、
京
都
下
御
霊
神
社
社
司
、
京
都
帝
国
大
学
講
師
、
平
安
書
道
会
顧
問　
稲
畑
龍
峰
（1862
―1949
）
名
は
勝
太
郎
、
日
本
染
料
製
造
株
式
会
社
社
長
、
平
安
書
道
会
評
議
員　
石
田
凌
風
（1882
―1952
）
名
は
義
一
、
書
家
、
平
安
書
道
会
理
事
長　
小
川
睦
之
輔
（1885
―1951
）
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
教
授　
大
谷
禿
庵
（1887
―1948
）
名
は
瑩
誠
、
真
宗
大
谷
派
連
枝　
大
塚
雨
峯
（
生
卒
年
未
詳
）
名
は
良
治
、
書
家
、
平
安
書
道
会
事
業
部
理
事　高
瀬
惺
軒
（1868
―1950
）
名
は
武
次
郎
、
漢
学
者
、
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
、
平
安
書
道
会
評
議
員　
園
田
湖
城
（1886
―1968
）
名
は
穆
、
篆
刻
家
、
平
安
書
道
会
常
務
理
事
中
井
焦
陰
（
生
卒
年
未
詳
）
名
は
誠
三
郎
、
書
家
、
平
安
書
道
会
事
業
部
理
事　
長
尾
雨
山
（1864
―1942
）
名
は
甲
、
漢
学
者
平
安
書
道
会
副
会
長
・
学
芸
部
長
中
川
白
雲
（1866
―1944
）
名
は
小
十
郎
、
立
命
館
総
長
、
平
安
書
道
会
事
業
部
長
中
村
克
斎
（1876
―1953
）
名
は
準
策
、
太
平
洋
海
上
火
災
保
険
会
社
社
長
、
収
蔵
家　
中
村
石
廎
（1902
―1952
）
名
は
準
一
、
太
平
洋
海
上
火
災
保
険
会
社
専
務
取
締
役
、
篆
刻
家
、
収
蔵
家
、
平
安
書
道
会
事
業
部
理
事
中
野
越
南
（1883
―1980
）
名
は
謙
之
介
、
書
家
、
平
安
書
道
会
学
芸
部
理
事　
楽
雙
橘
（1887
―1944
）
名
は
吉
左
衛
門
・
喜
英
、
陶
芸
家
、
平
安
書
道
会
事
業
部
理
事　
野
村
得
庵
（1878
―1945
）
名
は
徳
七
・
信
之
助
、
野
村
財
閥
創
設
者
、
平
安
書
道
会
評
議
員
能
勢
照
郷
（
生
卒
年
未
詳
）
書
家
、
平
安
書
道
会
事
業
部
理
事　
熊
谷
直
之
（1876
―1973
）
鳩
居
堂
九
代
目
当
主
、
平
安
書
道
会
事
業
部
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理
事　
山
本
紫
竹
（1871
―1941
）
名
は
行
範
、
漢
学
者
、
国
学
者
、
平
安
書
道
会
顧
問
八
木
清
八
（1879
―1956
）
呉
服
商
水
清
主
人
・
五
代
目
水
口
屋
清
兵
衛
松
井
貞
太
郎
（1884
―1952
）
古
梅
園
十
二
世
当
主
、
平
安
書
道
会
評
議
員　松
永
非
石
（
？
―1966
）
名
は
周
三
郎
、
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
教
授
、
平
安
書
道
会
評
議
員　
牧
野
梅
窓
（
生
卒
年
未
詳
）
藤
井
静
堂
（1873
―1943
）
名
は
善
助
、
藤
井
紡
績
創
業
者
、
平
安
書
道
会
顧
問
小
村
大
雲
（1883
―1938
）
名
は
権
三
郎
、
画
家　
阿
部
笙
洲
（1868
―1937
）
名
は
房
次
郎
、
元
東
洋
紡
績
社
長　
柚
木
玉
邨
（1865
―1943
）
名
は
梶
雄
、
画
家　
水
田
竹
圃
（1883
―1958
）
名
は
忠
治
、
画
家
、
平
安
書
道
会
学
芸
部
理
事　三
浦
梅
癡
（1865
―
？
）
名
は
豊
二
、
漢
詩
人　
三
野
二
山
（1883
―1996
）
名
は
有
造
、
漢
学
者
、
平
安
書
道
会
評
議
員
箕
浦
蓼
江
（1887
―1969
）
名
は
忠
愛
、
俳
人
、
動
物
学
者
、
成
安
女
学
院
院
長
、
平
安
書
道
会
常
務
理
事　
庄
司
杜
峰
（1873
―1944
）
名
は
乙
吉
、
東
洋
紡
績
社
長　
平
安
書
道
会
顧
問　
柴
田
膽
山
（1866
―1946
）
名
は
虎
次
郎
・
源
七
、
長
浜
室
町
縮
緬
問
屋
・
織
屋
十
代
目
当
主
守
屋
千
洲
（18756
―1953
）
名
は
孝
蔵
、
弁
護
士
、
収
蔵
家　
瀬
川
犇
山
（
生
卒
年
未
詳
）
名
は
徹
、
書
家
、
平
安
書
道
会
常
務
理
事　
杉
野
僲
山
（1878
―
？
）
名
は
松
太
郎
・
綱
、
画
家　
平
安
書
道
会
学
芸
部
理
事
　
こ
こ
に
は
、
漢
学
者
、
書
家
、
画
家
、
実
業
家
、
医
学
者
、
神
職
、
弁
護
士
、
陶
芸
家
、
俳
人
な
ど
各
界
人
士
が
顔
を
揃
え
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
中
に
は
、
当
時
、
雨
山
が
副
会
長
を
務
め
て
い
た
平
安
書
道
会
に
属
し
て
い
る
人
が
多
い
が
（
肩
書
き
は
前
出
『
昭
和
十
二
年
度
平
安
書
道
会
会
報
』「
役
員
」
に
よ
る
）、
こ
れ
は
、
平
安
書
道
会
が
「
書
画
文
墨
趣
味
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
コ
ア
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
　
こ
の
丙
子
寿
蘇
会
を
き
っ
か
け
に
、
石
廎
と
雨
山
の
関
係
が
深
化
し
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
克
斎
と
の
関
係
も
よ
り
深
ま
り
、
一
九
三
九
年
、
克
斎
の
依
水
園
購
入
に
伴
っ
て
計
画
さ
れ
た
寧
楽
美
術
館
設
立
に
あ
た
り
、
雨
山
が
評
議
員
に
名
を
連
ね
る
こ
と
に
な
る
（
依
水
園
に
残
さ
れ
て
い
る
「
財
団
法
人
寧
楽
美
術
館
設
立
趣
意
書
」
に
よ
る
）。
つ
ま
り
、
雨
山
は
、
依
水
園
・
寧
楽
美
術
館
の
発
足
時
か
ら
大
き
な
関
わ
り
を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
現
在
の
発
展
の
堅
実
な
る
基
盤
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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そ
し
て
、
翌
一
九
四
〇
年
三
月
、
財
団
設
立
の
認
可
が
下
り
、
同
年
四
月
に
財
団
設
立
記
念
特
別
陳
列
が
行
わ
れ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
克
斎
は
、
こ
の
一
九
四
〇
年
か
ら
平
安
書
道
会
の
顧
問
に
就
任
し
て
お
り
、
以
前
よ
り
理
事
・
評
議
員
で
あ
っ
た
石
廎
と
共
に
、
雨
山
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
深
く
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
に
な
る
。
お
わ
り
に
　
本
稿
で
は
、
依
水
園
に
残
さ
れ
て
い
る
資
料
お
よ
び
石
廎
が
雨
山
に
宛
て
た
書
簡
を
分
析
し
、
長
尾
雨
山
と
中
村
克
斎
・
石
廎
父
子
の
交
誼
を
辿
る
こ
と
に
よ
り
、
雨
山
が
、
中
村
父
子
の
収
蔵
顧
問
と
な
り
、
さ
ら
に
は
「
書
画
文
墨
趣
味
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
加
え
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
　
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
雨
山
が
日
中
で
果
た
し
た
文
化
的
・
社
会
的
役
割
は
多
く
、
と
り
わ
け
、
帰
国
後
、
寿
蘇
会
な
ど
の
開
催
に
よ
り
「
書
画
文
墨
趣
味
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
形
成
し
、
そ
こ
に
各
界
の
人
士
を
取
り
込
み
、
大
き
な
影
響
力
を
有
し
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。
今
回
は
、
雨
山
と
中
村
父
子
の
交
誼
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
一
側
面
に
光
を
あ
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
研
究
を
重
ね
、「
書
画
文
墨
趣
味
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
で
き
れ
ば
と
思
う
。
　
　
注
（
1
）
拙
稿
「
長
尾
雨
山
が
上
海
で
参
加
し
た
詩
会
に
つ
い
て
」『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
六
集
二
〇
一
四
、
一
〇
、
一
一
日
本
中
国
学
会
で
論
じ
た
。
（
2
）
拙
稿
「
近
代
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
見
る
日
中
米
文
化
交
流
に
つ
い
て
―
岡
倉
天
心
、
長
尾
雨
山
そ
し
て
呉
昌
碩
の
貢
献
―
」『
人
間
生
活
文
化
研
究
』
第
二
七
号
（
二
〇
一
七
、
九
、
一
一
大
妻
女
子
大
学
人
間
生
活
文
化
研
究
所
）
で
論
じ
た
。
（
3
）『
文
化
庁
』「
国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
／
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
：
依
水
園
」https://kunishitei.bunka.go.jp/bsys/explanation.
asp2019/02/17
（
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
の
日
付
）
（
4
）
中
村
準
佑
「
美
術
館
を
創
っ
た
人
々
（
九
）
…
…
寧
楽
美
術
館
／
中
村
準
策
」『
茶
道
の
研
究
』
第
三
三
巻
第
九
号
一
九
八
八
、
九
、
二
五
茶
道
之
研
究
社　
な
お
、
著
者
の
中
村
準
佑
は
、
中
村
準
一
（
石
廎
）
の
嗣
子
で
、
当
時
、
寧
楽
美
術
館
館
長
で
あ
っ
た
。
（
5
）
依
水
園
・
寧
楽
美
術
館
学
芸
員
濱
田
美
和
子
氏
提
供
に
な
る
村
上
雄
次
郎
著
『
日
本
紳
士
録
』
第
二
九
版
（
一
九
二
五
、
一
二
交
詢
社
）、
同
第
三
二
版
（
一
九
二
八
交
詢
社
）、
本
郷
直
彦
編
『
兵
庫
県
人
名
鑑
』
昭
和
一
一
年
版
（
一
九
三
六
、
七
神
戸
新
聞
通
信
社
）、
人
事
興
信
所
編
『
全
日
本
紳
士
録
』
昭
和
二
五
年
版
（
一
九
五
〇
人
事
興
信
所
）、
廣
瀬
弘
監
修
『
昭
和
人
名
辞
典
』
二
第
三
巻
西
日
本
編
（
一
九
八
九
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
）、『
日
本
産
業
人
名
資
料
事
典
』
第
二
巻
（
二
〇
〇
一
、
九
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
／
『
工
業
人
名
大
辞
典
』
一
九
三
九
満
蒙
資
料
協
会
出
版
部
の
複
製
）
所
収
「
中
村
準
策
」
の
項
に
は
、
太
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平
洋
海
上
火
災
保
険
（
株
）
社
長
の
他
に
、
伊
豆
温
泉
土
地
（
株
）
社
長
、
京
阪
土
地
（
株
）
取
締
役
、
神
戸
信
託
（
株
）
取
締
役
、
大
和
鉄
道
（
株
）
監
査
役
、
旭
日
生
命
（
株
）
相
談
役
、
釜
山
鎮
埋
築
（
株
）
社
長
、
兵
庫
大
同
信
託
（
株
）
取
締
役
、
豊
国
證
券
（
株
）
会
長
、
オ
ー
エ
ス
映
画
劇
場
（
株
）
取
締
役
、
大
阪
製
鎖
造
機
（
株
）
取
締
役
、
親
和
高
女
理
事
と
い
っ
た
肩
書
き
が
記
さ
れ
て
い
る
。
（
6
）
中
村
準
佑
「
後
記
」『
寧
楽
美
術
館
蔵
宋
拓
晋
唐
小
楷
解
説
』（
一
九
九
二
、
一
一
、
二
四
財
団
法
人
寧
楽
美
術
館
）
（
7
）
松
丸
東
魚
『
呉
昌
碩
印
譜
第
二
集
』（
一
九
五
六
、
二
白
紅
社
）「
解
説
」
に
、「（
長
尾
雨
山
）
先
生
は
呉
翁
の
刻
印
を
非
常
に
大
切
に
さ
れ
、
会
心
の
作
で
な
け
れ
ば
こ
れ
を
用
ゐ
ら
れ
な
か
っ
た
さ
う
で
、
又
、
使
用
後
は
真
綿
の
如
き
も
の
で
叮
嚀
に
こ
れ
を
拭
つ
て
お
ら
れ
た
と
も
き
い
て
居
る
」
と
あ
る
。
（
8
）（
5
）で
挙
げ
た
『
日
本
産
業
人
名
資
料
事
典
』
第
二
巻
「
中
村
準
一
」
の
項
に
よ
る
。
（
9
）
同
風
印
社
（
園
田
湖
城
主
宰
）
輯
『
印
印
』
第
四
十
集
（
一
九
三
九
、
四
同
風
印
社
）
に
、「
呉
平
斎
山
水
中
村
石
廎
氏
蔵
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
石
廎
蔵
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
こ
の
項
に
関
し
て
は
、
宮
澤
昇
『
園
田
湖
城
論
印
人
追
慕
』（
二
〇
一
六
、
九
、
二
三
静
観
堂
）
所
収
「『
印
印
』（
同
風
印
社
）
目
次
」
を
参
照
し
た
。
（
10
）（
9
）で
挙
げ
た
宮
澤
昇
『
園
田
湖
城
論
印
人
追
慕
』
所
収
「『
印
印
』（
同
風
印
社
）
目
次
」
を
参
照
し
た
。
（
付
記
）
本
稿
は
、
依
水
園
・
寧
楽
美
術
館
と
長
尾
家
お
よ
び
京
都
国
立
博
物
館
の
ご
助
力
に
よ
り
執
筆
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
依
水
園
訪
問
時
に
ご
案
内
を
い
た
だ
い
た
副
館
長
の
中
村
浩
史
氏
、
学
芸
部
長
の
山
崎
智
子
氏
、
写
真
・
資
料
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
学
芸
員
の
濱
田
美
和
子
氏
、
そ
し
て
、
資
料
閲
覧
を
お
許
し
く
だ
さ
っ
た
長
尾
家
お
よ
び
京
都
国
立
博
物
館
列
品
管
理
室
主
任
研
究
員
の
呉
孟
晋
氏
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
小
田
栄
作
に
つ
い
て
、
香
雪
美
術
館
学
芸
員
の
落
合
治
子
氏
に
御
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
研
究
はJSPS
科
研
費JP17K02648
お
よ
び
大
妻
女
子
大
学
戦
略
的
個
人
研
究
費S3033
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

（
大
妻
女
子
大
学
）
